
対象者

射水市に居住する在宅療養者
・多職種が関わり支援を行っているケース
・身体状況の変化が著しく、連絡調整が頻回に必要なケース
・外来通院していたが、訪問診療に切り替わるケース 等

※対象者とその家族へ多職種連携支援システム（ICTツール）について説明を行い、
書面で同意をとった上で、利用を開始する。

情報共有の範囲

対象者となる在宅療養者に対して、システム内に支援者グループを作成し、
支援者グループ内でのみ情報を共有する。

システムを利用する環境

医療機関（医科、歯科）、薬局、居宅介護支援事業所、介護保険サービス事業所 等の
インターネット環境のあるパソコンやモバイル端末

実施主体（システム管理者） 射水市 （地域福祉課が事務を取り扱う）

システム名

利用料金 無料

ＴＲＩＴＲＵＳ（トリトラス） 株式会社カナミックネットワーク
東京都渋谷区恵比寿4-20-3

毎月のシステム運用費は射水市が負担します。
インターネット環境に関する費用はご負担ください。

射水市多職種連携支援システム（ICTツール）の概要



システムの利用の仕方

① インターネット環境のあるパソコンやモバイル端末 の

「カナミックネットワーク」ホームページ画面 から システムにアクセスします

② ユーザーＩＤとパスワード を入力し、システム利用開始

※専用ソフトのダウンロードは必要ありません。

セキュリティについて （二要素認証の実施）

１ ユーザーＩＤ、パスワード

２ システムを利用する機器（パソコン、モバイル端末等）の登録

電子証明書のインストール ※初回のみ作業必要
作業マニュアルあり

厚生労働省「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン（第5版）」には
技術的安全対策として二要素認証が推奨されている。

電子証明書・・・システムを利用する端末であることを証明するプログラム



フェイスシート（基本情報）

訪問・面談した記録 を入力します

本人や家族の主訴 身体の状況
多職種への連絡事項 など

ケアレポート （支援記録）

必要に応じて
利用してください

家族情報、医療・介護の情報など
自由に入力が可能

多職種が支援した状況を
タイムリーに
共有できます！

システムでどんなことを情報共有できるか

画像や動画の添付 も可能

・訪問時に把握した身体状況の変化
・在宅ケア連携ノートの記録等の写真

など

ＩＣＴツールのメリット １対１から多対多のコミュニケーションが可能！

メインに使用していくのは… ↓



申請をされた施設同士が情報交換できるコミュニティの場としても活用

・情報共有ツールのダウンロード ・研修会の開催などのお知らせ 等の掲載も行います。

在宅療養者に関する情報共有に加え、施設同士のコミュニティの場として
システムの活用をご検討ください！


